
地域デザインカレッジ
「続く・進む『まちみがき』８つの提案」

オクシズ山村暮らし研究所
高島 遼 天野 浩史

ムラジョンからムラクションへ！
村の人を動かす、移住に向けた村へのアプローチ
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失いたくない豊かさが、そこにある—オクシズの暮らし
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理想

現状

20年後、子どもが300人
住める村を生み出す！

4人家族世帯を年
間5組移住させる！

＝
村の過疎化（限界集落化の進行）

村のインフラ衰退（学校、郵便局、バス）

村の消滅

負のスパイラル

【街の人】村で暮らしてみたいが、具体
的かつ体感的な情報がないと感じて
いる（70%）

【村の人】衰退していく村の現状に対し
て、「どうにかしたいけれど、どうしてい
いか分からない」

課題

理想と現状—課題は２つ！
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（Ａ）街の人が村に移住するまで支援 （街の人へのアプローチ）

（Ｂ）村の人が街の人を受け入れる支援（村の人へのアプローチ）

段階的山村移住システムの構築

現段階では、地域デザインカレッジ2012で
発表したモデル

今回の専門コースで扱う！！！！！
今からココの話をします！！！

２つのソリューションを提案したいと考えています
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計画—ムラジョンからムラクションまで！

現状把握データを作成

ムラジョンMTG
現状を数値で理解

先進地事例の勉強会

ムラジョンWS
村のビジョン策定

こんな人に来て欲しい！
空き家は村で管理しよう！
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実践と成果—３カ月で２つのことを行った

１.モデル地区「有東木」の決定・現地調整

■主要データ（国勢調査より）

・総人口：200人
・高齢化率：48.5％
・高齢者独居率：8.3％
・生産年齢人口：49％
・主要産業：農業（50％）
・静岡駅から31㎞（約1時間）

■集落の概要
山葵栽培発祥の地。ほとんどの農
家で山葵とお茶を栽培している。地
元の有志が経営する「うつろぎ」が
観光客の拠点になっている。

６月２３日（日）
自治会長・うつろぎ代表にヒアリング
を実施。今後、有東木での活動の許
可を頂く。

今後の日程
ヒアリング調査
→ 9・10月に実施

ムラジョンMTG
→ 11月～複数回実施予定

ムラジョンWS
→ 年度末に開催が目標
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実践と成果—３カ月で２つのことを行った

２.集落住人向け現状把握データの作成

①集落維持危機度順位表

人口、高齢化率などの物
理的要素をオクシズ全集
落でまとめ、数値化。
各要素の数値を合計し
て、危機順位を決定した。

オクシズ全体で、自分の
地域（表では有東木）が
どの位置に当たるのかを
理解する。

7



今後の課題と計画

有東木と日程調整
自治会長から住人へ（８/２０）

ヒアリング調査
（９月・10月に複数回）

第１回ムラジョンMTG開催（１１月）
集落の現状を知る

第２回ムラジョンMTG開催
他地域の事例勉強会

ビジョンを持つことの重要性を
知ってもらう

ムラジョンWS開催（年度内）
村のビジョンを決定

ムラクションに落とし込み
自分ができることを決めてもらう

状況に応じて
複数回実施
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